
藤永奈央・村岡美香（ペア）県代表として出場
～都道府県対抗全日本ソフトテニス大会～

昨
年
１２
月
に
、
山
口
県

維
新
百
年
記
念
公
園
テ
ニ

ス
場
で
「
全
日
本
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選

山
口
県
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
三
隅
中
学
校
２
年
生

の
藤
永
奈
央
（
野
波
瀬
）

・
村
岡
美
香
（
豊
原
）
ペ

ア
が
見
事
ベ
ス
ト
４
に
入

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

山
口
県
代
表
と
し
て
、
３

月
2
6日
～
2
8日
に
三
重
県

伊
勢
市
で
行
わ
れ
る
「
都

道
府
県
対
抗
全
日
本
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
」
　（
全
国

大
会
）
に
出
場
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

２
人
は
今
、
県
代
表
と

し
て
九
州
地
方
な
ど
に
遠
征

に
行
く
な
ど
、
全
国
の
強
豪

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

２
人
の
全
国
大
会
で
の

健
闘
を
皆
さ
ん
で
応
援
し

ま
し
よ
う
。

第
４
回
三
隅
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
カ
ッ
プ

三
隅
イ
デ
ィ
オ
ッ
ツ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
優
勝

２
月
８
日
㈲
に
、
三
隅
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
明
倫
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
第
４
回
三
隅
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス

カ
ッ
プ
が
７
チ
ー
ム
参
加
に
よ
り
行

わ
れ
、
三
隅
イ
デ
ィ
オ
ッ
ツ
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

対
戦
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
予
選
（
変
則
）
リ
ー
グ
〉

三
隅
３
－
３
奈
古
Ｓ
Ｃ
（
阿
武
町
）

三
隅
４
－
１
レ
ッ
ド
カ
ー
ド（

山
口
市
）

同
率
の
た
め
Ｐ
Ｋ
戦

三
隅
６
ー
５
奈
古
Ｓ
Ｃ

〈
決
勝
戦
〉

三
隅
２
ー
１
Ｆ
Ｆ
Ｃ
（
萩
市
）

～学級からのお知らせ～
● 婦人学級閉級式 ・婦λ 会総会●

[ 日　　時] 平成10年３月22日( [ ] )

閉 級 式一午前９時20分から

記念講演一午前９時50分から

総　　会一午前11時10分から
[会　　場] トレセン２階研修室

[記念講演] ｢21世紀への贈り物

～環境にやさしい暮らしの工夫～｣

(講　師) 王子製紙㈱米子工場

環境管理室　向井哲朗氏

● 寿大学落第式●

[日　　時]平成1O年３月27日(匐

午前10時から
[会　　場] 老人福祉センター

～お誘いあわせのうえ、多数ご参加下さい～

町
民
文
芸

俳
　
句

清
風
句
会

朝
ま
だ
き
河

口
に
群
が
る
ゆ
り
鴟

し

ょ
う

ど
う

早
春
に
オ
リ
ン
ヒ

。
ク
の
鐘

が
鳴

る

岩
本
さ
つ
き

早
春
の
寺

の
熊

笹
夕
日
染
む上

田
　

雪
子

音
絶
え

し
知
ら
ぬ
ま

に
ま
に
雪
景
色

沖
村
美
智
子

春
を
待

つ
千
等
唄

い
っ
つ
路
地

ぬ
け
る

大
谷
　

つ
ね

遠
き
青
春
孫

の
齢
に
重
ね
見
る

河
野
　

文
子

早
春

の
網
代
に
鴟

の
乱
舞

か
な

河
畑
ッ
ル
子

苗
売
娘
早
春
を

つ
め
込
む
背
負
駕
籠

田
村
　

九
重

山
門
を
く
ぐ
れ
ば
梅
の
香

の
や
さ

し

西
村
美
千
代

早
春
や
久
方
振
り

に
鎌
を

研
ぐ

山
城
テ
ル
子

禍
福
な
き
月

日
流
れ
て
春
来
た
る

高
崎

は
ま
子

選
者
追
吟

春
雷
に
話

の

づ
ぎ
穂
た
ち
切
ら
る

冨

田
佳
津
美

短
　
歌
（
順
不
同
）

三
隅
短
歌
会

柵
あ
れ
ど
川
渡
り
来
て
実
り
田
を

荒
ら
す
猪
に
い
寝
ず
見
張
り
す

吉
村
　
恵
子

山
宿
を
出
で
来
し
あ
し
た
川
霧
に

濡
れ
て
碑
を
訪
ふ
旅
の
ひ
そ
け
さ

正
　
　
　

道

反
さ
れ
て
寒
に
さ
ら
さ
れ
冬
陽
浴
び

命
養
う
冬
場
の
田
ん
ぼ

臼
井
　
麻
子

嫁
入
り
に
綿
を
紡
ぎ
て
作
り
く
れ
し

夜
着
の
ぬ
く
も
り
母
の
ぬ
く
も
り

松
野
美
津
子

甘
夏
の
木
陰
を
ふ
い
に
出
で
し
雉
紅

あ
ざ
や
か
に
頭
ふ
り
ゆ
く

古
屋
　
博
子

湯
治
場
の
宿
の
軒
下
に
干
物
売
る

媼
は
ひ
と
り
湯
け
む
り
の
中立

間
　

雅
子

柿
の
木
に
吊
り
さ
げ
ら
れ
し
夫
が
シ
ャ
ツ

冬
の
陽
を
受
け
乾
き
ゆ
く
ら
し

山
中
　
敬
子

遊
び
飽
き
童・ら
の
去
り
た
る
ひ
っ
じ
田
に

残
れ
る
顔
の
な
き
雪
だ
る
ま伊

藤
　
一
郎
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